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暑さ厳しい日が続いておりますが皆様方にはご健勝にてお過ごしのこととご推察致します。

平素は当協会の事業活動に格段のご支援とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

今回は、「洋上風力発電事業における合理的漁業影響評価と漁業協調」をテーマとした公開

技術セミナーを開催します。 

ご多忙の時期とは存じますが、多数ご参加下さいますようお願い申し上げます。 

 

■開催日時  令和 3 年 9 ⽉ 10 ⽇（⾦）14:00〜16:30（13:30 受付開始） 

■開催場所  大阪ガーデンパレス 2 階 牡丹の間 

        〒532-0004 大阪市淀川区西宮原 1-3-35【TEL】06-6396-6211 

■募集人員（いずれも、先着順） 

       会場 30 名 ・ オンライン 100 名（会員企業、⾏政担当者） 

・新型コロナウィルス感染症対策のため、入場者数を制限しております。 

・オンラインでの参加も受け付けていますが、会員企業・行政担当者以外の方

の参加は、会場参加のみの受付となります。 

■参 加 費  会員・⾏政担当者（無料） ・ 会員外（1,000 円） 

 

■プログラム 

14：00 開会挨拶 

14：10 講演（120 分；質疑応答を含む） 

 

 

 
 

 

洋上風力発電の導入促進のために制定された再エネ海域利用法では、漁業等に支障を及

ぼさないことが求められている。しかし、漁獲や漁船航行の場である海域に巨大構造物を

複数設置する事業が全く支障を及ぼさないとは考え難い。 

漁業を経済行為と捉えれば、損失を算定し、補償することで支障を解消することが可能

であろう。一方、風力事業には全ての電気利用者から徴収される再エネ賦課金が利用され

るため、補償の算定には十分な合理性が求められる。例えば、漁船漁業では海域への構造

物の設置は、構造物の迂回や漁獲位置の変更等を通じて、燃料費や人件費の増加をもたら

すことが想定される。 

このような影響の評価に必要な客観的データは、漁船に搭載した位置情報記録装置や撮

影装置によって風力事業前後での航行距離等の変化を把握するといった AI 技術の活用に

よって、漁業者の負担なしに取得できると考えられる。こうした技術は、政府によるスマ

ート水産業の振興に伴って近年長足の進歩を遂げており、東日本大震災後の整備により沿

岸での携帯電話受信範囲も格段に広がった。 

今回は、スマート水産業振興の背景などもあわせて紹介することにより、漁業者も参画

しやすい漁業影響調査とその後の漁業協調方策について、話題提供する。 

 

16：30 閉会挨拶  

「洋上⾵⼒発電事業における合理的漁業影響評価と漁業協調」 
岩 ⽥ 仲 弘 様（元.⼀般財団法⼈電⼒中央研究所 ⽣物環境領域リーダー） 
⼤ 関 芳 沖 様（国⽴研究開発法⼈⽔産研究・教育機構 ⽔産資源研究所 顧問） 



 

〇新型コロナウィルス感染症対策について 

会場内での感染症対策として以下のお願いをしております。 

①受付時に体調チェックシートの記入 

②マスクの着用 

③入場時の体温測定 

④出入り時に手指のアルコール消毒 

※体温測定で 37.5℃以上の方は、入場をお断りさせていただきますのでご了承ください。 

 

〇申込方法 

・提出期限：9月 3日（金）まで 

・提出先 ：JEAS 関西支部事務局 藤井（TEL:06-6263-7308、FAX:06-6263-7313） 

・提出方法：電子メール（提出先：fujii_yoshiyuki@kanso.co.jp）またはＦＡＸ 

なお、電子メールの件名、記載内容は次のとおりで、お申し込みください。 

「JEAS 関西 R30910 公開技術セミナー参加申込書」 

 

① 参加される⽅のお名前（必須） 
② 会社名・ご所属（必須） 
③ 参加⽅法（会場もしくはオンラインの選択）（必須） 
④ 連絡先（電話番号、FAX 番号あるいは MAIL アドレス） 
※オンラインの場合は MAIL アドレスは必須 

※オンライン参加は会員企業、行政担当者からの参加者のみを受付します。 

※オンラインでの参加を希望された方には、前日までに連絡用メールにて参加用の URL、

ID 等をお知らせ致します。 

※会場での参加を希望された方には、連絡はいたしませんので、当日、会場までお越しく

ださい。 

⑤ JEAS-CPD 制度を活⽤する資格名称 
※このセミナーは JEAS-CPD 制度の認定プログラム対象セミナーとなっています。 

※環境アセスメント士をはじめとして当協会の CPD 認定プログラムが活用できる資格を

お持ちの受講者の方には、会場参加の場合は当日、オンライン参加の場合は後日電子メ

ールにて認定証を発行します。 

 

〇その他 

※募集人員を超えて応募があった場合、お断りの連絡をさせていただく場合があります。 

※新型コロナウィルス感染症の発生状況によっては、実施方法を変更する場合があります。 



会 場 位 置 図 

 


